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1. 研究が抱える課題とその解決策としての DeSci 

研究が抱える課題とその解決策 
研究という営みには様々な課題が存在する。JST (2022) は、・研究キャリアの問題；・研究成果への

アクセスにおける障壁；・再現性の危機；・資金配分の非効率性など；・● 査読（ピアレビュー）の問

題： の五点を挙げている。これらの問題に対し、解決に向けた方策やアクションは複数提案されてお

り、オープンサイエンスに関する運動はその最たるものと考えられる。近年の「研究評価に関するサン

フランシスコ宣言」(DORA) の運動と、東京大学がこれに署名したこと（東京大学, 2023）は、重要な

一例だろう。このような流れの中に位置づけることが可能な非常に新しいサイエンスの改革運動として、

ブロックチェーンを用いた分散型科学（Decentralized Science、 以下 DeSci とする）が挙げられ

る (Hamburg, 2022)。DeSci は、ブロックチェーンの技術を用いて、上記のような科学及び研究活動が

抱える課題を解決していこうとする運動のことを指す。 
 
DeSci に関する研究について 

DeSci は新しいムーブメントであり、日本国内での研究が非常に少ない。そこで、国内において運動

が形成される初期の過程を含めて研究する必要があると考えられる。世界を見てみると、Sönke 
Bartling & Benedikt Feche (2016) がブロックチェーンを用いてデータの帰属、データ後処理、出版、

研究評価、インセンティブ提供、研究資金の配分を見直すことで、再現性の危機など科学や研究が抱え

る問題に対応できる可能性があると述べた（Amber 2021）。他にも欧米を中心に DeSci に関する論文

がいくつか発表されている (Ding et al., 2022; Ding et al., 2023)。しかし、日本では DeSci 自体がまだ

十分に認知されておらず、研究としての蓄積は少ない (濱田 2024)。であるからこそ、DeSci は日本国

内においてどのように初期受容や展開を行われて、どのような課題があるのかを把握することが必要だ

と考えられる。 
 
2. 日本における DeSci の研究としての本研究の意義とその方法 

本研究の目的は、、現在の日本における DeSci の受容とその課題について検討することである。そこ

で、Weidener & Spreckelsen (2024) の方法や調査項目を参考に、DeSci のエコシステムに関わる日本

国内の個人を対象としたアンケート調査を実施した(Weidener & Spreckelsen 2024 )。アンケートは全

21 問で、オープンクエスチョンとクローズドクエスチョンを含み、ブロックチェーン技術に関する質

問、DeSci への参加、DeSci の認識、共有価値の理解の 4 つのセクションに分かれていた。調査は Google
フォームを用いて 2024 年 3 月 29 日から 2024 年 5 月 7 日までオンラインで実施し、DeSci 関連の DAO
メンバーや DeSci コミュニティのメンバー、またはブロックチェーンに関心のある個人に対して行っ

た。 
本調査では、DeSci 関連の自律分散型組織（Decentralized Autonomous Organization; 以下、DAO

とする）のメンバー、DeSci コミュニティのメンバー、クラウドファンディングプロジェクトの支援者、

DeSci に関心を持つ個人を対象にアンケートを行った。調査リンクはコミュニティや DAO のメーリン

グリスト、Discord チャンネル、DeSci Tokyo の X（旧 Twitter）アカウント（@DeSciTokyo）で共有し、

回答を呼びかけた。 
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3. 結果 

DeSci の定義に関する認識 

 DeSci の定義と価値について、Weidner & Spreckelsen (2024) は、「普遍的な公開性と透明性」、

「誠実さと説明責任」、「所有権の共有とインセンティブの付与」、「革新と継続的進歩」という４つの観

点で整理して提案した。しかし、日本国内において DeSci がこの定義・原則が指し示す概念として

認識されているかどうかはこれまで明らかになっていなかった。 

 アンケート調査の結果、DeSci の定義は約 95% (35 人) が「やや当てはまる・ほとんど当ては

まる・きわめて当てはまる」と回答しており、DeSci の価値についても約 95% (35 人) が「やや当

てはまる・ほとんど当てはまる・きわめて当てはまる」と回答している。したがって、DeSci が普

及しつつある国や地域において、いちはやく DeSci にかかわる人々の間で共有されている DeSci の
定義および価値に対する認識は、おおよそ共通していることが明らかになった。 

 

ブロックチェーン技術との出会い 

調査参加者の多くは、ブロックチェーン技術との最初の出会いとして暗号通貨の利用や投資を挙げた。

特にビットコイン（BTC）の購入が初めてのきっかけであったという回答が多く、「2015 年頃、ルーム

メイトがビットコインを購入していたのを見て、投資目的で購入した」など、周囲の影響で暗号通貨に

関心を持つようになったことが分かった。また、当時の価格低迷や Mt. GOX 事件の影響もあり、暗号

通貨の将来性に対する興味が喚起されたと考えられる。 

2018 年には ICO（Initial Coin Offering）ブームが起こり、「ICO を通じてマーケティングや資金調

達の新しい手法としてブロックチェーン技術に注目した」という回答が見られ、ブロックチェーン技術

の多様な可能性が広がったことが示唆された。また、「お話をきっかけに DAO）に興味を持ち、将来的

にブロックチェーンが普及したときに専門的な知識を持ちたいと考えた」というように、DAO に対す

る認識や理解が深まった事例も存在した。 

 

ブロックチェーン技術における課題 

ブロックチェーン技術の普及における主な課題として、詐欺やセキュリティの問題、技術的なハード

ル、ユーザーや一般社会における認知度の低さが挙げられた。以下に、いくつかの観点を列挙する。 

詐欺とセキュリティ: 「詐欺が多くて、周囲の人に勧めづらい」、「FTX のような事件の悪評が根強い」、

「運営者の信頼性の検証が難しい」といった回答があり、信頼性や安全性への懸念が普及の妨げになっ

ていることが分かった。 

技術的な課題: 「ロールアップ技術や L2、L3 技術が存在しても、依然としてパフォーマンスの低さが

ボトルネック」、「ブロックチェーン技術の実装に技術的な難しさがある」との回答があり、技術的な制

約やパフォーマンスの向上が必要であることが示された。 

技術的理解とユーザー採用: 「技術を理解し、実装するための知識を習得するのが難しい」、「進化のス

ピードに追いつくのが難しい」、「ユーザーがウォレットのインストールや資産管理を行うことが難しい」

といった意見があり、一般ユーザーや技術者の技術的理解の促進が必要であることが分かった。 

社会的受容の課題: 「技術の普及に時間がかかる」、「自治体レベルでの社会活動にブロックチェーンを

導入するには人々の意識変革が必要であり、時間がかかる」との意見があり、個人レベルから社会全体

への普及が大きな課題であることが示唆された。 

 

DeSci との出会い 

DeSci との出会いは、主に研究エコシステムに対する関心や、科学研究の民主化や透明性の向上を目

指す動機にきっかけの多くがあることが見受けられた。「科学研究のエコシステムを改善したいと思い、

DeSci や SciSci（Science of Science）に興味を持った」、「オープンサイエンスやメタサイエンスに関心

があり、研究支援の新しいフレームワークを構築したい」というように、参加者の多くは科学や研究に

対する新しいアプローチに興味を持っていた。 

また、知的財産権やオープンソースソフトウェア (OSS)に関連する関心から DeSci に関わるように

なったケースもあった。「知的財産権の概念に興味があり、Web3 との相性の良さに気づいた」、「OSS の

開発支援のために DeSci コミュニティに参加した」という回答も見られ、DeSci はさまざまな科学技術

分野における新しいモデルとして捉えられているようである。 
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DeSci における課題 

DeSci 活動における主な課題は、認知度の低さ、持続的な関与の難しさ、人材不足、法的課題の 4 つ

に分類される。 

認知度と理解: 「オープンサイエンスに対する理解が不足している」、「暗号通貨やブロックチェーン技

術に対する関心が低い」との回答が多く、一般的な理解と関心を得ることが難しい状況が浮き彫りにな

った。特に、新しい組織形態に対する理解不足が、同分野の研究者や投資家からの支援を得る際に障壁

となっている。 

持続的な関与: 「プロジェクトに長期的に関与し続けることが難しい」、「プロジェクトの成果を評価す

ることが困難」という声が多く、特に日本においては、DeSci 活動に対して持続的な関与を保つための

仕組みや支援が不足していることが示唆された。 

人材の多様性: 「プロジェクト参加者のキャリア背景の多様性が乏しい」、「プロジェクト参加者が頻繁

に変わる」という課題も指摘され、特に科学研究全体に影響を与えるプロジェクトにおいて、参加者の

変動が大きいことや、限られたメンバーで活動が進められていることが問題視されている。 

法的課題: 「既存の特許や AI との共同作業における著作権の取り扱い」、「公共の利益と営利目的のバ

ランス」など、知的財産権や法規制に関連する問題も多く、DeSci の活動を進める上での障壁となって

いるようである。 

 

4. 考察 

調査結果から、参加者の多くはブロックチェーン技術を科学研究の分野で活用することに高い関心を

示している一方で、実際の研究活動への応用は依然として初期段階に留まっていることが明らかになっ

た。多くの参加者は、研究資金の分配やインセンティブの提供方法、データの管理および出版プロセス

にブロックチェーン技術を導入することで、研究の透明性や信頼性を向上させ、再現性の危機に対処す

ることが可能であると考えている。しかし、技術的な理解や利用の困難さ、社会一般における認知不足

が普及の大きな障壁となっていることが明らかになった。特に日本においては、DeSci の概念がまだ広

く認識されておらず、ブロックチェーン技術や DAO といった新しい組織形態に対する理解も十分でな

い。 

この状況は、新技術の導入時にしばしば見られる現象であり、テクノロジー受容モデル（TAM）を用

いることで分析が可能である(Davis 1989)。TAM は、新技術を受け入れる際の主要な要因として、「有

用性の認知（Perceived Usefulness）」と「使いやすさの認知（Perceived Ease of Use）」を挙げている。

本調査結果から、DeSci に関連するツールやアプリケーションの有用性と使いやすさが十分に満たされ

ていない可能性が示唆された。さらに、DeSci の活動は欧米に比べて日本では依然として初期段階にと

どまっている。たとえば、参加者の多くが「DAO トークンの利用経験がない」ことや、「DeSci の具体

的なプロジェクトに関与した経験がない」と回答しており、実践的な活動への参加が進展していない状

況が確認された。これにより、技術的な実装やプロジェクトの持続可能性の確保に困難が伴っている 

今後の研究においては、DeSci の概念と実践をどのように日本社会に適応させ、普及を促進するかを

検討する必要があるだろう。また、オープンサイエンスやメタサイエンスといった概念との理論的整理

や統合を行い、DeSci の枠組みを強化することで、研究者コミュニティ全体における受容を促進するこ

とが求められる。さらに、具体的な実施例や成功事例を通じて、DeSci の実現可能性と有用性を実証し、

普及と理解を促進することが重要である。これらの課題に対処することで、DeSci は日本においても科

学研究の革新を促進し、より分散化され透明性の高い研究システムの構築に貢献することが期待される。 
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